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ＣＩＡとは
　【1】公認内部監査人～監査とは

　　監査（audit）とは、ある事象・対象に関し、遵守すべき法令や社内規程などの規準に照らし
て、業務や成果物がそれらに則っているかどうかの証拠を収集し、その証拠に基づいて何ら
かの評価を行い、評価結果を利害関係者に伝達すること。

【監査の分類】
　監査の主題による分類　
　　実態監査・・・特定の人間の行った行為や業務そのものを主題
　　情報監査・・・行為や業務の結果を表現した主張を主題

　監査の対象による分類　
　　会計監査・・・経営における会計業務を対象
　　業務監査・・・経営における会計以外の業務を対象

　監査の目的による分類　
　　内部監査・・・経営体内における特定の者又は集団（特に経営者）に奉仕することを目的として、同一経
　　　　　　　　　　営体内の他の者又は集団に対して、被監査部門からは独立した適任者（内部監査人）に
　　　　　　　　　　よって行われる
　　外部監査・・・外部利害関係者の保護を目的として、経営体全体または一部に対して、当該経営体から
　　　　　　　　　　は独立した外部監査人によって行われる

公認内部監査人が実施する監査は「実態監査」であり、「業務監査」であり、「内
部監査」である、ということができる。



ＣＩＡとは
　【2】内部監査の位置づけ

　アメリカで2001年からエンロン、ワールド

コムといった粉飾決算による倒産が相次
ぎ、SOX法が制定されることとなった。
　そして、日本でも2008年3月期から内部

統制監査がスタートしている。



ＣＩＡとは
　【3】内部監査が注目されている
企業会計審議会「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準並びに財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関
する実施基準の設定について（意見書）」から抜粋

内部統制の充実の必要性

　証券市場がその機能を十全に発揮していくためには、投資者に対して企業情報が適正に開示されることが必要不可欠と
なるが、昨今、有価証券報告書の開示内容など証券取引法上のディスクロージャーをめぐり不適正な事例が発生している。
　これらの事例を見ると、ディスクロージャーの信頼性を確保するための企業における内部統制が有効に機能しなかったの
ではないかといったことがうかがわれ、このような状況を踏まえると、ディスクロージャーの信頼性を確保するため、開示企
業における内部統制の充実を図る方策が真剣に検討されるべきであると考えられる。開示企業における内部統制の充実は、
個々の開示企業に業務の適正化・効率化等を通じた様々な利益をもたらすと同時に、ディスクロージャーの全体の信頼性、
ひいては証券市場に対する内外の信認を高めるものであり、開示企業を含めたすべての市場参加者に多大な利益をもたら
すものである。
　この点に関しては、米国においても、エンロン事件等をきっかけに企業の内部統制の重要性が認識され、企業改革法（サー
ベインズ＝オクスリー法）において、証券取引委員会（ＳＥＣ）登録企業の経営者に財務報告に係る内部統制の有効性を評
価した内部統制報告書の作成が義務づけられ、さらに、これについて公認会計士等による監査を受けることとされている。
　また、米国以外でも、英国、フランス、韓国等において、同様の制度が導入されている。
　我が国では、平成１６年３月期決算から、会社代表者による有価証券報告書の記載内容の適正性に関する確認書が任意
の制度として導入され、その中で財務報告に係る内部統制システムが有効に機能していたかの確認が求められてきたが、
平成１８年６月に成立した金融商品取引法により、上場会社を対象に、財務報告に係る内部統制の経営者による評価と公
認会計士等による監査が義務づけられ(内部統制報告制度)、平成２０年４月１日以後開始する事業年度から適用されること
となった。

「制度」として内部統制評価が必要な時代となっている。そして、「内部監査」
は内部統制の一つの機能として注視されています！



ＣＩＡとは
　【4】内部監査について網羅的な知識をカバー

　内部統制の一つの構成
要素である「モニタリング
（監視活動）」の基礎となる
内部監査の知識を網羅



ＣＩＡの魅力
　【1】注目されている資格である

・1974年に「内部監査人の持つ能力とスキルを認定するための資格試験としてアメリカで誕生
・世界約80カ国・200会場以上で行われている試験

日本でも資格への注目度も連動して強まり、多くの方がこの資格にチャレンジしている

合計3,885社



ＣＩＡの魅力
　【2】受験のしやすさ

科目合格制　

　PartⅠ～PartⅣを1科目ずつ受験することも可能で、受験

順序も特に指定はない

出題形式は4肢択一式

　論述試験や計算問題試験と異なり、アウトプットの練習
が不要！インプットに注力すればＯＫ！

受験はコンピュータ化

　5月から新試験制度が導入され、「通年で受験が可能」

受験会場は「ピアソン・ヴュー」のテストセンターで実施

（麹町・木場・新宿西口・品川・池袋・渋谷・蒲田‥）

合格率は各科目とも３５％～４０％



ＣＩＡの魅力
　【3】内部監査以外の幅広い知識を得る

　とても幅広いカテゴリー
が試験の対象です。しか
し、実務において「知って
いる」かどうかは大きな差
になります！
　ＣＩＡ試験では、浅く広く
ビジネスに必要な知識を
得ることができます！



ＣＩＡの展望
　【1】内部統制の標準化



ＣＩＡの展望
　【2】上場企業以外にも内部統制構築が浸透

現在、内部統制監査は上場企業を対象に実施されますが、内部統制というのは

業務の有効性及び効率性、財務報告の信頼性、事業活動に関わる法令等の
遵守並びに資産の保全の4つの目的が達成されているとの合理的な保証を得
るために、業務に組み込まれ、組織内のすべての者によって遂行されるプロセ
スをいう。

と定義されており、決して上場企業だけに必要なものではありません！

経営者であれば、「効率よく利益を出したい」、「毎月しっかりと会社の数値を出せ
るようにして、経営状態を適切に把握したい」、「社会から認められる企業になりた
い」と考えるのは当然のことです。

したがって、上場企業以外の企業も、費用対効果のメリットが出てくれば必したがって、上場企業以外の企業も、費用対効果のメリットが出てくれば必
ず導入をしていきます！！ず導入をしていきます！！



ＣＩＡの展望
　【3】ＣＩＡの知識を活用する場が拡大

社会におけるＣＩＡ
資格の認知度の向上

内部統制を構築
する企業の増加

社会における内
部統制に対する
理解の浸透

ＣＩＡに求められる知識
の拡大



最後に

残念ながら独占業務はありません

しかし、需要の高さはわかっていただけたと思います。

今がチャンスであるということも。

さらには、学習範囲が広いということも。。

ぜひ！前向きにとらえてください！！

　「わかっている」というレベルでなくても「知っている」ことによって、実務
ではとても大きなヒントとなります。ＣＩＡの受験をきっかけに実務での「
ヒント」を手にし、今後のビジネスでの活躍に役立ててください！


